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１ 学校内外の状況 
 
本校は，古くから瀬戸内海の交通の要衝として栄えた生口島に位置し，美しい自然と

多くの文化遺産に恵まれ，柑橘類の栽培，造船工業そして観光業の盛んな瀬戸田町にあ

る。保護者や地域の学校教育への関心は高く，大変協力的である。 
今年度，本校は，基本理念「人づくりを通して，日本と世界の未来を創る」のもと，

校訓「実行の人」を軸に，学校教育目標を「瀬戸田に生まれ育った誇りと自信を持っ

て，学び続ける生徒の育成～さまざまな体験活動をとおして～」とし，教育活動を展開

している。また，尾道市教育委員会からスクールミッション「地域の強みを生かした小

中高連携による瀬戸田教育の発展」を承り，地域と小中高さらには大学等と「連携」を

キーワードに，研究テーマである「主体的に学び続ける生徒の育成～個別最適な学びと

協働的な学びの充実とおして～」（仮称）の実現に努めているところである。また，今年

度はコミュニティースクール３年目である。 

２ ミッション 
 
 
 
 
 
３ ビジョン 

 
コミュニティ・スクールの強みを生かし，地域連携と小中（高）連携をさらに充実させ

ながら，個別最適な学びと協働的な学びの実現を図ることで，教育の質を高め,すべての

子供たちの可能性を引き出す。  
 以下は，めざす生徒像と教師像である。 
＜めざす生徒像（生徒信条）＞ 
一、人を思いやるあたたかい心をもった生徒 
一、正しい判断ができる生徒 
一、何事も最後まで実行できる生徒 
一、体力づくりや健康に努める生徒一感謝の心をもった生徒 
一、美しいものに感動できる生徒 
一、郷土を愛する心をもった生徒 
＜めざす教師像＞ 
・自ら進んで職務に邁進し、常に輝いている教師 

 
４ 重点課題 

課題は，次の４点である。 

 

１ 特色ある学校づくり：スクールプライド（学校への愛着や誇り）の育成 

２ 小中（高）連携の推進：９(12)年間でめざす資質・能力の育成 

３ 教育研究の充実：学校風土としての教育研究の定着 

４ 教職員の働き方改革：働きがいがある職場づくり 
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